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2023年 8月 1日 

株式会社パスコ 

（報道発表） 

 

防犯灯管理の一元化と効率化を目指す実証実験を開始 

- インフラ管理の DX を推進 - 

 
株式会社パスコ（本社：東京都目黒区、以下：パスコ）は、横浜市とデジタル技術を活用した防犯灯管

理の課題解決に向けた実証実験を開始します。本実証実験では、横浜市が運用している統合型 GIS を活用

し、防犯灯の位置情報・写真・台帳を地図と連動して一元管理することで、防犯灯管理の効率化とインフ

ラ管理の DX を目指します。 
 
■現状の課題と実証実験の背景 

横浜市は、日没後の市民の安心と安全、犯罪被害の未然防止を図るため、市内各所に約 18 万灯の防犯

灯を設置し管理しています。しかし、歴史とともに複数の台帳が存在し、維持管理や保守点検を行う際も

複数のファイルデータと地図を参照する必要があり、一元化や情報の検索・特定と更新・分析に時間と手

間がかかっていました。これにより、地域住民からの通報対応に時間がかかるなどの課題があります。 
この課題を解決するため、横浜市が DX 推進の一つとして独自に運営する「YOKOHAMA Hack!（ヨ

コハマハック）※1」にて課題解決の提案を募集し、パスコの提案が採択され、このたび本実証実験を開始

することとなりました。 
※1：行政の業務やサービスにおける課題・改善要望と、それを解決する民間企業などが有するデジタル技術提案をマッチングする

オープンなプラットフォーム 

 
■実証実験の内容 ～ 防犯灯管理の一元化と効率化を目指して ～ 
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本実証実験では、既に横浜市役所全体で運用している統合型 GIS の活用範囲を広げ、システム開発投資

を軽減するとともに、データの一元化と関係者間のスムーズな情報共有を検証し、業務効率化による市民

サービスの向上を目指します。 
 

① 防犯灯情報の取入れと維持管理台帳・帳票の様式の作成 
横浜市全体で運用されている統合型 GIS 上に、約 18 万件の防犯灯の位置情報を取り込み、地図上に

展開します。さらに、既存の設備台帳を精査し、横浜市標準の維持管理台帳・帳票の様式（フォーマ

ット）を作成します。 
② 内部業務での活用の実証 

横浜市全体で運用している統合型 GIS に対して、試験的に防犯灯管理のシステムを構築し、以下の項

目について市役所職員とともに検証します。 
・地域住民からの通報対応時の防犯灯の特定と事業者への灯具交換など保守作業を依頼します。 
・新規設置や保守作業による防犯灯の管理情報を更新します。 

③ モバイル端末による現地業務での実証 
保守・点検などの現地調査の効率化を目指し、職員による防犯灯の現地確認業務の利用に有効な手法

の実証を行います。 
 
上記の実証実験の結果を評価し、課題・改善点を整理して、実務への適用や将来への展開をまとめます。 

 
 公募名称： 「防犯灯維持管理の業務効率化に向けたデジタル技術の活用」 
 募集形式： 「YOKOHAMA Hack!」による公募 
 実施期間： 実証実験は 2023 年 8 月 1 日から 12 月 28 日まで 
 検証データ： 防犯灯データの一部を利用（対象は横浜市と協議の上決定） 
フィールド実証： 2023 年 10 月ごろを予定（防犯灯の設置現場から情報を登録する実証） 
 

（参考：横浜市の報道発表） 
デジタルによる創発・共創のマッチングプラットフォーム 「YOKOHAMA Hack!」 
「防犯灯維持管理の業務効率化に向けたデジタル技術の活用」に向け、実証実験を開始！ 
 https://www.city.yokohama.lg.jp/city-info/koho-kocho/press/shimin/2023/0801bohanto.html 

 
 

■本件に関するお問い合わせ先 

株式会社パスコ     https://www.pasco.co.jp/ 
（報道機関）  広報部   press@pasco.co.jp 
 

プレスリリースの内容は発表時のものです 
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